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⾃⼰紹介

•桝屋啓志（ますやひろし）
•理研バイオリソース研究センター (BRC) 統合情報開発室 室⻑
•専⾨分野︓
バイオインフォマティクス(⽣物情報学)、データベース、オントロジー、」オー
プンサイエンス
•所属学会︓
⽇本遺伝学会、⼈⼯知能学会、⽇本実験動物学会、⽇本先天異常
学会、他



理研バイオリソース研究センター（BRC）
• @茨城県つくば市
• ナショナルバイオリソースプロジェクト
の中核機関として、5種類のバイオ
リソースの収集、保存および提供を
⾏なっている

• バイオリソースとは、研究に使われる
材料としての「⽣物遺伝資源」であ
り、研究再現性の要

• 理研BRCは、マウス、植物（シロイ
ヌナズナ）、細胞株、DNA、微⽣
物の収集・保存・提供

• 統合情報開発室では、バイオリソー
スの情報発信、利活⽤向上の情
報着技術やツール開発を担当



⽣命科学の多様性とその基盤
• ⽣命科学の多様性、個別性（研究コミュニティの細分化のワケ）

• 空間スケール︓分⼦から集団、環境まで
• 時間スケール︓瞬間から⼀⽣、進化まで
• ⽣命⾃体の多様性
• 視点︓遺伝 or ⽣理／形態 or プロセス
• 個別の現象の重層による説明

• ⽣命科学の共通基盤とは︖
• 遺伝情報︓DNA配列の情報共有により劇的に進展
• 遺伝⼦以外の情報︓⽣命科学分野では数百のオントロジー（語彙集）

• ⽣物および現象、性質
• 解析の⽅法論
• 研究者、研究プロジェクト

• モノ＝バイオリソース



⽣命科学研究のメタデータ
•誰が︖（Agent）
•どんな⼿法で︖（Procedure: Ac.onのクラス）
•何を解析した︖（Organism, and Phenomenon/Process + Quality）
•結果（Organism, and Phenomenon/Process + Quality）
•論⽂成果

実際には、これらのメタデータの「書き⽅」が細分化されたコ
ミュニティで細かく異なるので混乱＆極めて煩雑化



データ共有プラットフォームに期待する
こと（⾃戒を込めて）

•研究者の「時間」をつくってあげる
• 研究者は極めて忙しい
（メタデータを記述する時間なんかない けれども記録は必須。）
• 各研究コミュニティで国際標準となっているメタデータ付与を⽀援し、
分野横断メタデータにマッピング︖
• 煩雑な作業を軽減し、研究を効率化・⾼度化するきっかけを与え、
軽減した分の時間を提供する。

• 計測機器と連携したメタデータ⾃動作成
• LLM活⽤


